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いる．Tim らは 2018 年に MOOCs の動画講義を受けた後にサマリーを書かせる，もしく
はサマリーを読ませる実験を行った[7]．その結果，サマリーを書かせる，もしくは読ませ
ることにより講義内容に関する出題における成績が上昇した．しかし，サマリーを書かせる



















































表 2.3.1 関連研究のまとめ 
提案者 年 研究内容 目的 対象データ 








Alyssaら[8] 2016 MOOCs における学習者の
フォーラムでの行動と学習
結果における関連性の分析 
MOOCs に お け る
フォーラムの学習へ
の寄与を知るため 
受 講 履 歴 と
フォーラムでの
発言内容 







受 講 履 歴 と
フォーラムでの
発言内容 
























































































































































出力される．収集データ１，２，３の例をそれぞれ図 3.2.1，図 3.2.2，図 3.2.3に示す．ま
た，以下にそれぞれの収集データについて説明する． 
図 3.2.1 収集データ１の例 
図 3.2.2 収集データ２の例 



























1.  被験者管理番号 
2.  同一ページ内での全ストロークにおける記入された順番 
3.  この点を含むストローク内での全点の中での記入された順番 
4.  記入されたページの番号 
5.  x座標（0.5刻み，ピクセル単位，原点は描画可能範囲の左上） 
6.  y座標（0.5刻み，ピクセル単位，原点は描画可能範囲の左上） 
7.  x座標（ピクセル単位，原点は描画可能範囲の左上） 
8.  y座標（ピクセル単位，原点は描画可能範囲の左上） 
9.  点の半径中心値（ピクセル単位，ハードウェア依存） 
10.  点の半径分散値（ピクセル単位，ハードウェア依存） 
11.  解答開始時からのタイムスタンプ（秒単位） 
12.  ペンの圧力（ハードウェア依存） 
13.  ペンの圧力の最大可能値 
14.  ペンの水平からの高度角（ラジアン単位，原点はペン先） 
15.  ペンの横軸正の部分から右回りの方位角（ラジアン単位，原点はペン先） 
16.  ペンの方位角を表す単位ベクトルの x座標（原点はペン先） 
17.  ペンの方位角を表す単位ベクトルの y座標（原点はペン先） 
18.  該当ストロークが消去されたか否か 
19.  ステータス選択バーで選択されていた状況 
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図 4.2.2，図 4.2.3に示す．具体的には，図 4.2.1の実験概要，実験内容を説明した後，解答



































































































  使わない    あまり使わない    どちらとも言えない    少し使う    
よく使う 
Ｑ４．Ｑ１であると答えた方は，今回，その手法を用いて解答しましたか？ 
































  解いたことはない  解いたことはあるが正答は覚えていなかった  解いたことがあり正答も覚











































問２ 1 5 5 6 5 
問３ 0 2 2 11 7 
問４ 0 2 7 9 4 
問５ 1 2 4 8 7 
問６(i) 1 3 2 10 6 
問６(ii) 2 4 7 2 7 
合計 5 18 27 46 36 
 
表 5.3 被験者が解答への自信として「無い」，「少し無い」を選んだ問題数 
 解答への自信で「無い」，「少し無い」を選んだ回数 
0 1 2 3 4 5 









































































表 6.2.1 正解ラベル 
被験者
番号 
問２ 問３ 問４ 問５ 問６(i) 問６(ii) 
1 1 0 - - - - 
2 NaN NaN NaN NaN NaN NaN 
3 0 0 - 0 0 - 
4 1 0 0 0 0 0 
6 1 - - 1 1 - 
7 0 0 0 0 0 0 
8 0 0 NaN - NaN - 
9 - 0 1 0 1 0 
10 0 1 0 0 0 1 
11 - 0 - 0 0 - 
12 0 0 0 0 0 - 
14 0 0 NaN 0 NaN 0 
15 0 0 0 0 0 0 
18 1 0 0 0 1 1 
20 - 0 0 - 0 1 
22 1 0 0 0 0 - 
24 1 1 1 1 0 1 
25 - 0 0 0 0 1 
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27 0 0 0 - 0 0 
28 0 0 0 0 0 1 
29 0 0 - NaN - 0 
30 0 0 - 0 0 NaN 
 
提案手法の実装は，Pythonの scikit-learnパッケージを用いて行った．分類手法は SVM




データとして分類を行う．これを i が 1 から k のとき全てにおいて一回ずつ行い，汎化誤
差を推定する方法である． 
6.3 評価 
6.2 項で述べた分類手法による分類結果は，C が 1000，γが 0.001 のとき，正解率
(accuracy)は 69.8%となった．また，混合行列を表 6.3.1 に示す．表内の値はデータセット
数を示す． 
 





勘ではない 69 6 































勘ではない 70 5 
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